
 

編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

 

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

   

 

本書は，教育基本法第２条に示す教育の目標を達成し，現代社会の基盤となる物理学の基礎を
確実に身に付けるとともに，科学的に探究する力を養うことができるよう，以下の点を編修の基
本方針とした。 
 
① 物理学の基本的な概念や原理・法則を確実に身に付けられるよう，体系的な配列となるよう

留意した。 
 
② 日常生活に関連した身近な題材を多く扱い，生徒が興味・関心をもって主体的に学習に取り

組むことができるような構成とした。 
 
③ 科学的な見方・考え方をはたらかせながら，見通しをもって実験を行い，結果を考察するこ

とを通じて，科学的な思考力や，問題解決のために必要な能力を養えるようにした。 
 
④ 科学技術の発展，および自然環境との関わりについて適切な知識を提供することで，科学的

に判断する能力を身に付けられるようにし，持続可能な社会の形成に参画する態度が養えるよ
うに配慮した。 

 
⑤ 我が国の科学研究の功績についてとり上げ，自国の文化を尊重するとともに，国際社会の発

展に寄与する態度を養う契機となるようにした。 

 

 

図書の構成･内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
１

 
・「力と運動」に関連して，予測技術の発達の歴史を

とりあげることで，社会の発展に物理学が寄与して
いることを意識させるようにした（第 2 号，第 3
号）。 

p.5 
 
 
 

 ・各節の冒頭では，身近な話題・問いかけなどを掲載
することで日常生活との関連を意識させ，主体的に
学び始められるようにした（第 2 号）。 

p.6 など 
 
 

 ・棒にはたらく力の大きさを調べる実験を行い，剛体
のつりあう条件を見いだす過程を通じて，真理を求
める態度を養えるようにした（第 1 号）。 

p.29～30 
 
 

 ・ばね振り子や単振り子に関する実験を行い，単振動
の規則性を見いだす過程を通じて，真理を求める態
度を養えるようにした（第 1 号）。 

p.83～89 
 
 



 

 ・16～17 世紀の科学者たちが，天動説から地動説に至
る思考の過程を紹介し，固定観念にとらわれずに真
理を求める態度や方法について理解できるようにし
た（第 1 号）。 

p.90 
 
 
 

 ・日本の小惑星探査機（はやぶさ 2）の事例を紹介する
ことで，我が国における宇宙研究開発の功績につい
て興味を促すようにした（第 5 号）。 

p.101 
 
 

２

 

・「熱」に関連して，熱の利用の進歩の歴史をとりあ
げることで，社会の発展に物理学が寄与しているこ
とを意識させるようにした（第 2 号，第 3 号）。 

p.105 
 
 

 ・断熱変化の実験において雲がどのように発生するか
を考える機会を与え，自然現象と物理との関連性に
ついて考える契機とした（第 4 号）。 

p.126 
 
 

３
 

・「波」に関連して，光学機器の進歩の歴史をとりあ
げることで，社会の発展に物理学が寄与しているこ
とを意識させるようにした（第 2 号，第 3 号）。 

p.139 
 
 

 ・ガリレイの考えた光の速さの測定実験を紹介し，日
常では気づきにくいことに疑問を呈し，真理を求め
ようとする姿勢の重要性について説明した（第 1
号）。 

p.176 
 
 
 

 ・コラム「人間の目」では，人間の目のしくみと，め
がねの原理を紹介することで，日常生活と物理学と
の関連を意識させるようにした（第 2 号）。 

p.187 
 
 

４
 

・「電気と磁気」に関連して，通信技術の進歩の歴史
をとりあげることで，社会の発展に物理学が寄与し
ていることを意識させるようにした（第 2 号，第 3
号）。 

p.215 
 
 
 

 ・コイルを用いた電磁誘導に関する実験を行い，コイ
ルを貫く磁束の変化と誘導起電力の向きや大きさと
の関係を見いだす過程を通じて，真理を求める態度
を養えるようにした（第 1 号）。 

p.309～310 
 
 
 

 
・電磁波の身近な利用例について幅広く紹介し，日常

生活との関連を意識させるようにした（第 2 号）。 
p.352 
 

５
 

・「原子」に関連して，宇宙の誕生や形成に関する物
理学の研究を紹介することで，真理を求める態度を
意識させるようにした（第 1 号）。 

p.355 
 
 

 ・日本の研究チームによるニホニウム発見の事例を紹
介することで，我が国における原子核研究の功績に
ついて興味を促すようにした（第 5 号）。 

p.394 
 
 

 ・日常生活と放射線との関連についてとりあげ，放射
線とどのように向きあっていくべきかを考える機会
を与えた（第 2 号）。 

p.401～402 
 
 



 

物理学が築く未来 ・我が国における成果を中心に扱うことで，国際社会
における我が国の科学技術の貢献について興味を促
すようにした（第 5 号）。 

p.418～423 
 
 

宇宙に開かれた 
2つの窓 

・2002 年ノーベル物理学賞の授賞理由の原文（英文）
を掲載し，我が国の科学研究の功績について興味を
促すとともに，国際社会の発展に寄与する態度を養
う契機となるようにした（第 5 号）。 

p.424～425 
 
 
 

ニュートンで結ぶ 
学問の世界 

・物理と他分野の，学問のつながりを示すことで，幅
広い知識と教養を身につけることの重要性が認識で
きるようにした（第 1 号）。 

p.426～427 
 
 

後見返し 
物理学探究の歴史 

・世界史や日本史上の出来事をあわせて掲載すること
で，時代背景と科学の発見とを関連づけられるよう
にし，幅広い知識と教養を身につけられるようにし
た（第 1 号）。 

・物理学の探究の歴史の中で，日本人の功績について
も紹介し，我が国の物理学研究に対する貢献につい
て興味を促すようにした（第 5 号）。 

後見返し 
 
 
 
 
 
 

 

 

学校教育法第 51 条に示された高等学校教育の目標を達成できるよう，以下のような点に配慮
した。 

・巻末の「物理のための数学」（p.428～436）では，中学校で学ぶ初歩的な分数計算や図形の知
識，および高等学校での学習項目「ベクトル」，「三角関数」の知識などを扱い，物理の理解
を側面から支えるよう配慮した（学校教育法 第 51 条 第 1 号）。 

・「物理学が築く未来」では，物理の知識をいかした職業に就いている人の声を紹介し，将来の
進路について考える一助となるようにした（学校教育法第 51 条 第 2 号）。 

・「第 5 編 第 2 章 原子と原子核」では，科学技術の発展が社会にもたらしたプラスの側面
ばかりでなく，マイナスの側面についてもとりあげ，私たちが今後直面する環境問題やエネル
ギー問題といった社会的課題に対して，適切な理解，および健全な批判が可能となるよう配慮
した。また，このような社会的課題の解決に向けて主体的に考え，さらなる社会の発展に貢献
できる資質・能力を育成できるよう配慮した（学校教育法第 51 条 第 3 号）。 
  



 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

 

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

   

 

 

 

 
 

 



 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 
時数 

１

（1）ア（ア）㋐曲線運動の速度
と加速度，㋑放物運動 

（1）イ 
p.6～25 6 

（1）ア（ア）㋒剛体のつり合い 
（1）イ p.26～41 7 

（1）ア（イ）㋐運動量と力積，
㋑運動量の保存，㋒衝突と力
学的エネルギー 

（1）イ 

p.42～63 10 

（1）ア（ウ）㋐円運動，㋑単振
動 

（1）ア（エ）㋐惑星の運動，㋑
万有引力 

（1）イ 

p.64～104 16 

２

（1）ア（オ）㋐気体分子の運動
と圧力，㋑気体の内部エネル
ギー，㋒気体の状態変化 

（1）イ 

p.106～138 11 

３

（2）ア（ア）㋐波の伝わり方と
その表し方，㋑波の干渉と回
折 

（2）イ 

p.140～159 8 

（ 2）ア（イ）㋐音の干渉と回
折，㋑音のドップラー効果 

（2）イ 
p.160～173 6 



 

（2）ア（ウ）㋐光の伝わり方，
㋑光の回折と干渉 

（2）イ 
p.174～214 12 

４

（3）ア（ア）㋐電荷と電界，㋑
電界と電位，㋒電気容量 

（3）イ 
p.216～255 13 

（3）ア（ア）㋓電気回路 
（3）イ p.256～285 11 

（ 3）ア（イ）㋐電流による磁
界，㋑電流が磁界から受ける
力 

（3）イ 

p.286～307 9 

（3）ア（イ）㋒電磁誘導，㋓電
磁波 

（3）イ 
p.308～354 13 

５

（4）ア（ア）㋐電子，㋑粒子性
と波動性 

（4）イ 
p.356～381 8 

（4）ア（イ）㋐原子とスペクト
ル，㋑原子核，㋒素粒子 

（4）イ 
p.382～417 7 

（4）ア（ウ）㋐物理学が築く未
来 p.418～423 3 

  計 140 

 
  



 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

 

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

   

 

ページ 記 述 類型 関連する学習指導要領の内容
や内容の取扱いに示す事項 

ページ
数 

 
p.342 
 
p.428～430 

 
並列回路のインピーダンス 
 
微分・積分とその活用 

 
2 
 

2 

 
（3）ア（イ）㋒ 
 
（1）ア（ウ）㋑， 
（1）ア（エ）㋑， 
（3）ア（ア）㋒， 
（3）ア（イ）㋒ 

 
0.5 
 
3 

 

    合 計 3.5 

 
 （「類型」欄の分類について） 

  １…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年

等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

  ２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 

 


